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コンクリートモジュールの構造強度及び耐震性評価における入力データの
誤りについて（１）

三次元ＦＥＭモデルによる応力評価

入力データに誤り

評価結果

・コンクリートにかかる応力

・ボルトにかかる応力

・プレートにかかる応力

接合金物の厚みが６mmの
ところを９mmと入力

金物ベースの厚みが19mmの
ところを22mmと入力

コンクリートモジュールの構造強度評価及び耐震性評価

ひさしの張り出しが100mm
のところを0mmと入力
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コンクリートモジュールの構造強度及び耐震性評価における評価結果

評価結果が異なる箇所

構造強度評価

耐震性評価

コンクリートモジュールの構造強度及び耐震性評価における入力データの
誤りについて（２）
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クレーンの基準地震動Ｓｓに対する波及的影響の評価における
転記の誤りについて

クレーンの耐震性評価

記載の誤りが
あったデータ

設計用加速度

各部位の発生応力

地表面時刻歴データ
地表面加速度応力スペクトル

固有周期

数値の記載ミス

入力条件
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入力条件の誤り及び転記の誤りに係る評価結果への影響について（１）

コンクリートモジュールの構造強度評価及び耐震性評価

再評価結果

ＯＫ69.5N/mm2

ＯＫ23.9N/mm2

ＯＫ20.1kNm

ＯＫ9.79kNm

ＯＫ50.7kN

ＯＫ78.6N/mm2

ＯＫ107N/mm2

ＯＫ35.6kN

ＯＫ21.9kN

ＯＫ45.3kN

ＯＫ54.0kN

ＯＫ25.5kN

評価結果計算値

ＯＫ69.5N/mm2

ＯＫ23.9N/mm2

ＯＫ20.1kNm

ＯＫ9.79kNm

ＯＫ50.7kN

ＯＫ78.6N/mm2

ＯＫ107N/mm2

ＯＫ35.6kN

ＯＫ21.9kN

ＯＫ45.3kN

ＯＫ54.0kN

ＯＫ25.5kN

評価結果計算値

評価結果が異なる箇所

ＯＫ7.23kNm

ＯＫ8.11kNm

評価結果計算値

ＯＫ7.23kNm

ＯＫ8.11kNm

評価結果計算値

再評価結果

構造強度評価

耐震性評価
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入力条件の誤り及び転記の誤りに係る評価結果への影響について（２）

クレーンの基準地震動Ｓｓに対する波及的影響の評価

記載の誤りが
あったデータ

2.464→2.43 1.483→1.60
1.312→1.38

139.6 →146 115.6→115
48.8 →51 73 →76
141 →148 175.1→174

73 →76

正しい転記の値

正しい転記の値
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再点検の結果について（概要）

再点検の結果
（１）表計算ソフトにおける入力計算式の誤りについて
（２）出力データから受注メーカ作成の評価書への転記の誤りについて
（３）引用図書から報告書への転記の誤りについて
（４）手計算の誤りについて

なお、入力計算式の誤りについては再計算を、その他の誤りについては
正しい記載内容の確認を行った結果、いずれも当該評価結果に影響する
ものでないことを確認した。
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再点検の結果について（１）

（１）表計算ソフトにおける入力計算式の誤りについて

コンクリートモジュールの耐震性

誤りのあった記載

正しい計算の値

 54.0→67.0 
45.3→47.5 
21.9→20.7 
35.6→36.7 
50.7→64.4 

＜表計算ソフトによる計算範囲の誤り箇所＞

① ② ③

⑦ ⑧ ⑨

④ ⑤ ⑥

⑩ ⑪ ⑫ ⑬ 

正しい計算式

 22 ⑧⑤①⑪  → 22 ⑧⑤②⑪   
22 ⑨⑥①⑫  → 22 ⑨⑥③⑫   

又 22 ⑫⑪⑬  のため、⑬の数値を報告書に記載したため 

誤りが発生した。 
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再点検の結果について（２）

（２）出力データから受注メーカ作成の評価書への転記の誤りについて

コンクリート基礎の構造強度及び耐震性評価

 

 

正しい転記の値

（転記ミスの例）
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再点検の結果について（３）

（３）引用図書から報告書への転記の誤りについて

乾式キャスクの耐震性評価

＜設計加速度の記載の誤り＞

 

 0.72→0.55 
0.29→0.23

正しい転記の値

（転記ミスの例）
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再点検の結果について（４）

（４）手計算の誤りについて

耐震設計方針

＜地盤定数の記載の誤り＞

 

 2.731→2.679

正しい転記の値
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原因分析

（１）当社について
・ 当社は、受注メーカとの契約上、許認可解析業務の実施状況の報告等を要求
事項に含めていたが、当社自ら受注メーカに対し解析業務実施状況の調査を
行わなかったために、受注メーカ及び調達先企業において、実施状況が適切
でないことを確認した上で是正を指示することができなかった。
・当社は、報告書記載の確認において、他の図書から転記している記載箇所に
対してエビデンス資料と照らし合わせた確認を、また手計算を行っている箇
所について手計算結果の確認を行っていなかったために、今回の報告書記載

の誤りを確認することができなかった。
・上記要因が発生した背後要因としては、本来実施すべき許認可解析業務の実

施状況調査や報告書記載内容の確認を怠った担当部所の許認可業務に対する
認識の誤りが介在していると考えられる。

（２）受注メーカ・調達先企業について
・背後要因としては、受注メーカ及び調達先企業の許認可解析業務に対する認
識の誤りが介在していると考えられる。受注メーカ及び調達先企業について
は、近年当社において原子炉設置（変更）許可申請書や工事計画認可申請書
等の許認可解析業務に携わった実績が殆どなかったため、許認可解析業務に
対するこれまでの経緯、重要性等に対する認識が低かったものと考えられる。
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再発防止対策

（２）受注メーカ・調達先企業における再発防止対策
原因分析の結果から、再発防止のためには、データ授受に係る変更管理の徹

底、解析データ・転記記載事項の確認の徹底、新規性を鑑みた業務計画立案の
是正、許認可解析業務に対する認識の是正が必要であるため、以下対策を講ず
ることとする。

受注メーカ、調達先企業におけるデータの変更管理、解析データの
確認、転記記載事項の確認の徹底

受注メーカの調達先企業に対する解析実施状況調査の徹底
当社の受注メーカに対する解析実施状況調査の徹底
当社の報告書記載事項の確認の徹底

◎再発防止対策として、以下の事項を実施する。

（１）当社における再発防止対策
原因分析の結果から、再発防止のためには、許認可解析業務の実施状況調査

の徹底、報告書記載事項の確認の徹底、契約要求事項の明確化が必要なことか
ら、以下対策を講ずることとする。


